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Arcserve サポートへの問い合わせ

Arcserve サポート チームは、技術的な問題の解決に役立つ豊富なリソースを提

供します。重要な製品情報に簡単にアクセスできます。

テクニカルサポートへの問い合わせ

Arcserve サポートの内容

弊社のArcserve サポート チームが社内で共有しているのと同じ情報ライブ

ラリへ直接アクセスできます。このサイトから、弊社のナレッジ ベース( KB) ド
キュメントにアクセスできます。ここから、重要な問題やよくあるトラブルについ

て、製品関連 KB 技術情報を簡単に検索し、検証済みのソリューションを

見つけることができます。

弊社のライブチャット リンクを使用して、Arcserve サポート チームとすぐにリア

ルタイムで会話を始めることができます。ライブチャットでは、製品にアクセス

したまま、懸念事項や質問に対する回答を即座に得ることができます。

Arcserve グローバルユーザコミュニティに参加して、質疑応答、ヒントの共

有、ベスト プラクティスに関する議論、他のユーザとの会話を行うことができ

ます。

サポート チケットを開くことができます。オンラインでサポート チケットを開くと、

質問の対象製品を専門とする担当者から直接、コールバックを受けられま

す。

また、ご使用のArcserve 製品に適したその他の有用なリソースにアクセスで

きます。

https://support.arcserve.com/s/?language=ja
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第1章 : Arcserve UDP についての理解 Cloud Hybrid
Arcserve UDP Cloud Hybrid ドキュメントへようこそ。このドキュメントでは、Cloud
Hybridのセットアップ、アクセス、および使用に関する情報を説明します。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

概要 8

機能 11

Cloud Hybridによって顧客が得られるもの 14

Cloud Hybridにアクセスするための前提条件 15

後方互換性サポート ポリシー 16
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概要

概要

Arcserve UDP Cloud Hybridは、組織がシームレス統合クラウド バックアップおよび

DR ( Disaster Recovery、惨事復旧 ) を使用してデータ保護ニーズを満たすことが

できるようにするクラウド コンピューティングサービスです。Cloud Hybridは、重大な

システムとデータのオフサイトの可用性を確保する事業継続ソリューションです。

Cloud Hybridは、Arcserve UDPプラットフォームに対するサービスの拡張機能として

提供され、データ保護の完全なセキュリティと効率のために、グローバルデデュプリ

ケーション、暗号化、圧縮、およびWAN最適化レプリケーションを活用します。

シームレスな統合によって、オンプレミスRPS ( Recovery Point Server、復旧ポイント

サーバ) または Arcserve UDPアプライアンスが、Cloud Hybridでデータを管理するた

めにデータが自動的にレプリケートされるクラウド RPSに接続されます。

Cloud Hybridは、以下のサービスの種類で使用できます。

BaaS ( Backup as a Service) ：Cloud Hybridは、オンプレミスRPS ( Recovery
Point Server、復旧ポイント サーバ) から、クラウド内の対応する RPSにバック

アップイメージを自動的にレプリケートします( ディスクからクラウドのディスク

へ) 。バックアップソース、デスティネーション、保持期間を指定して、

Arcserve UDPコンソールから、バックアッププロセス全体を管理できます。

詳細については、 を参照してください。
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概要

DRaaS ( Disaster Recovery as a Service) ：Cloud Hybridは、重要なデータ

資産保護を超え、組織がシームレスな DR ( Disaster Recovery、惨事復

旧 ) を使用したデータ保護戦略を行えるように支援します。このサービス

は、Arcserve UDPプラットフォームに対する拡張機能として提供され、グ

ローバルデデュプリケーション、暗号化、圧縮、およびWAN最適化レプリ

ケーションを活用する次世代ソリューションです。

詳細については、 を参照してください。
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概要

Arcserve UDP Cloud Hybridでは、ある RPから別のRPにレプリケートし、Cloud
Hybridから手動でデータをレプリケートできます。

詳細については、以下を参照してください。

Arcserve アプライアンスを Cloud Hybridに接続するだけです。
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機能

機能

Arcserve UDP Cloud Hybridで利用可能な主要な機能の一部を以下に示しま

す。

Cloud Hybrid へのレプリケート：Arcserve UDPを使用すると、オンプレミス復

旧ポイント サーバから Cloud Hybridにバックアップセッションをレプリケートでき

ます。このプロセスによって、元の復旧ポイントがマージまたは意図せず削除

された場合に、復旧ポイントの追加のコピーが利用できるようにします。

詳細については、「Cloud Hybrid復旧ポイントサーバにデータをレプリケートす

る方法」を参照してください。

Cloud Hybrid からのファイル/フォルダのダウンロード：ファイル/フォルダのダウン

ロードは、WindowsファイルシステムのCloud Hybridレプリケート済みセッショ

ンから利用可能です。サポートされるバックアップの種類は、Windowsエー

ジェント ベースバックアップ、Windows仮想マシンのホスト ベースエージェント

レスバックアップ、および UNC パスです。DRaaS環境では、Linux ファイルシス

テムのCloud Hybridレプリケート セッションからファイル/フォルダをダウンロード

できます。

詳細については、「Cloud Hybridからファイルとフォルダをダウンロードする方

法」を参照してください。

Cloud Hybrid へのOffice 365 OneDrive のバックアップ：OneDrive は、

Microsoft Cloudにホストされているファイルストアです。OneDrive プランは、

保護する OneDrive ノードを指定できるバックアップタスク、バックアップ先、お

よびバックアップスケジュールで構成されます。バックアップ先はバックアップ

データを保存する非デデュプリケーションデータストアまたはデデュプリケーショ

ンデータストアです。

詳細については、「Microsoft Office 365 OneDrive ノード バックアッププランを

作成する方法」を参照してください。

注：この機能を有効化するには、Cloud Hybridに Arcserve UDP 7.0が必要

です。

Cloud Hybrid へのOffice 365 Exchange Online のバックアップ：Exchange
Online は、Microsoft Cloudにホストされている電子メールアプリケーションで

す。プランを作成し、Microsoft Cloudからメール、予定表アイテム、連絡先

などのExchange Online メールアイテムを保護します。Exchange Online のプ

ランは、保護する Exchange Online ノードを指定できるバックアップタスク、

バックアップ先、およびバックアップスケジュールで構成されます。バックアップ

先は、バックアップしたデータが格納されている非デデュプリケーションまたは

デデュプリケーションデータストアです。
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機能

詳細については、「Exchange Online プランを作成する方法」を参照してくだ

さい。

Cloud Hybrid へのOffice 365 SharePoint Online のバックアップ：SharePoint
Online は、Microsoft Cloudにホストされているポータル管理アプリケーション

です。SharePoint Online プランを作成し、Microsoft Cloudからドキュメント ラ

イブラリやリスト ライブラリなどのSharePoint Online リスト アイテムを保護しま

す。SharePoint Online プランは、保護する SharePoint Online ノードを指定で

きるバックアップタスク、バックアップ先、およびバックアップスケジュールで構

成されます。バックアップ先はバックアップデータを保存する非デデュプリケー

ションデータストアまたはデデュプリケーションデータストアです。

詳細については、「SharePoint Online プランを作成する方法」を参照してく

ださい。

アシュアード リカバリ：データのアクセシビリティとアシュアード リカバリを確認す

るには、アシュアード リカバリプランを作成します。アシュアード リカバリのプラ

ンは、バックアップ/レプリケーションプランに基づいています。この復旧タスクで

は、ソース、テスト設定、スケジュール、および詳細設定で構成される既存

のバックアップまたはレプリケーションプランに、アシュアード リカバリタスクが追

加されます。手動でアシュアード リカバリジョブを実行することもできます。

詳細については、「アシュアード リカバリプランを作成する方法」を参照して

ください。

Cloud Hybrid でのレポート：

RPO レポート：目標復旧ポイント ( RPO) レポートは、復旧ポイントが

バックアップ環境でどのように分布しているかを示すコンプライアンスレ

ポートです。このレポートは、災害時にノードが戻ることのできる最古

および最新のポイントを評価するのに役立ちます。

詳細については、「RPO レポート」を参照してください。

RTO レポート：目標復旧時間 ( RTO) レポートは、定義された復旧ポ

イント目標が実行されるすべてのジョブの復旧ポイントについて満たさ

れているかどうかを示すコンプライアンスレポートです。

詳細については、「RTO レポート」を参照してください。

Cloud Hybrid での仮想スタンバイの使用：仮想スタンバイは復旧ポイントを

指定したクラウド上で仮想マシン形式に変換し、必要に応じて容易にユー

ザのデータを回復するためのスナップショットを準備します。この機能は可用

性を向上させる機能であり、ソースマシンでエラーが発生した場合はただち

に仮想マシンを確実に引き継ぐこともできます。
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機能

詳細については、「仮想スタンバイプランを作成する方法」を参照してくださ

い。

Cloud Hybrid でのインスタント VM の使用：インスタント VM ( virtual
machine、仮想マシン) は、事前に変換することなく仮想マシン内でバック

アップセッションを実行し、ハイパーバイザで仮想マシンを作成するのに役立

ちます。インスタント仮想マシンによって、Arcserve UDPバックアップセッション

で利用可能なデータおよびアプリケーションへのインスタント アクセスが提供

されます。インスタント VM では、リストアまたはバックアップセッションの物理

マシンまたは仮想マシンへの変換のためのダウンタイムが排除されます。

詳細については、「Hyper-Vおよび VMware ESXサーバ上でインスタント仮想

マシンを作成および管理する方法」を参照してください。
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Cloud Hybridによって顧客が得られるもの

Cloud Hybrid によって顧客が得られるもの

Cloud Hybridを使用すると、以下が得られます。

Arcserve UDPコンソール/RPSサーバ。

Arcserve UDPコンソールにアクセスするためのURL。

Cloud Hybridで利用可能な Arcserve UDPコンソールにログインするのに使

用されるアカウントのユーザ名とパスワード。オンプレミスArcserve UDPコン

ソールで［リモート管理のRPSへのレプリケート］タスクを追加するときに、同じ

認証情報が認証に適用されます。

重要：デフォルトでは、Cloud Hybridのデデュプリケーションデータストアに

は、リモートで生成された暗号化パスワードが含まれています。Arcserve は

デフォルト パスワードをリストアできないため、初めて Cloud Hybridにログイン

するときに暗号化パスワードを変更する必要があります。後でデータストア

のインポートやデデュプリケーションデータストアでの一貫性チェックの実行な

どのタスクを実行するのにパスワードが必要なため、新しく作成したパスワー

ドを安全に保つことをお勧めします。データストアが Cloud Hybridから削除

されていない場合、後でデータストア設定から新しく作成したパスワードを

変更できます。

オプションのCloud Hybrid Compute サブスクリプションを購入した場合は

Hyper-V ノード。

Hyper-Vで実行される事前設定された Linux バックアップサーバ。

14 Arcserve UDP Cloud Hybridユーザガイド



Cloud Hybridにアクセスするための前提条件

Cloud Hybrid にアクセスするための前提条件

Cloud Hybridにアクセスする前に、以下の前提条件を確認してください。

Arcserve UDPソフトウェアまたはアプライアンスがあること。

オンプレミスのArcserve UDPソフトウェアまたはアプライアンスのアクティブなメ

ンテナンス契約があること。

Cloud Hybridにアクセスするための以下の詳細を含む電子メールを Arcserve
サポートから受信していること。

Arcserve UDPコンソールへのURL

ホスト名 ( ノード名 )

Cloud Hybridのユーザ名とパスワード

オプションのCloud Hybrid Compute サブスクリプションを購入した場合、以下

の詳細が提供されます。

Linux バックアップサーバおよびポイント対サイト VPN  アクセスの rootア
カウントのパスワード ( Cloud Hybridパスワードと同じ)

ポイント対サイト VPNの一意の設定ファイル
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後方互換性サポート ポリシー

後方互換性サポート ポリシー

以下の表は、6.5 Update 4でのCloud Hybridレプリケーションでサポートされている

Arcserve UDPのバージョンを示しています。

オンプレミスバージョン

Cloud
Hybrid

( Arcserve
UDP 6.5

Update 4)
でサポート

されている

レプリケー

ション

Cloud
Hybrid

( Arcserve
UDP 6.5

Update 4)
からオンプ

レミスへの

手動リ

バースレプ

リケーショ

ン

Cloud
Hybrid

( Arcserve
UDP 6.5

Update 4)
からオンプ

レミスへの

手動リバー

スレプリ

ケーションの

要件

Arcserve UDP 7.0 Update 2 ○ ○
パッチ

P00001738
の適用

Arcserve UDP 7.0 Update 1 ○ ○
パッチ

P00001738
の適用

Arcserve UDP 7.0 ○ ○
パッチ

P00001738
の適用

Arcserve UDP 6.5 Update 4 ○ ○ -
Arcserve UDP 6.5 Update 3 ○ ○ -
Arcserve UDP 6.5 Update 2 ○ ○ -
Arcserve UDP 6.5 Update 1 ○ ○ -

Arcserve UDP 6.5 ○ ○ -
Arcserve UDP 6.0 ( すべてのUpdate) x x -

以下の表は、7.0でのCloud Hybridレプリケーションでサポートされている Arcserve
UDPのバージョンを示しています。

オンプレミスバージョン

Cloud Hybrid
( Arcserve UDP

7.0) でサポートされ

ているレプリケーショ

ン

Cloud
Hybrid

( Arcserve
UDP 7.0)
でサポート

されている

レプリケー

ションの要

Cloud
Hybrid

( Arcserve
UDP 7.0)
からオンプ

レミスへの

手動リ

バースレ
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後方互換性サポート ポリシー

件
プリケー

ション

Arcserve UDP 7.0 Update 2 ○ - ○
Arcserve UDP 7.0 Update 1 ○ - ○

Arcserve UDP 7.0 ○ - ○

Arcserve UDP 6.5 Update 4 ○
パッチ

P00001738
の適用

○

Arcserve UDP 6.5 Update 3 ○ 6.5 Update
4に更新

してから

パッチ

P00001738
を適用

x

Arcserve UDP 6.5 Update 2 ○ x

Arcserve UDP 6.5 Update 1 ○ x

Arcserve UDP 6.5 ○ x

Arcserve UDP 6.0 ( すべてのUpdate) x - x

重要：Arcserve UDPコンソールのバージョンが Cloud Hybridのバージョン以上であ

るかどうかを確認します。たとえば、Cloud Hybridのバージョンが 7.0であるにもかか

わらず、コンソールのバージョンが 6.5の場合、プランを作成したり、既存のプランを

変更したりして、オンプレミス上のリモート管理のRPS へのレプリケート タスクを追

加または変更すると、エラーメッセージが表示されます。次のメッセージが表示さ

れます：コンソールのバージョンが古くなっています。コンソールをアップグレードして

やり直してください。

プランを保存するには、v6.5 Update 4のオンプレミスコンソールでパッチ P00001738
を適用します。

以下の表は、7.0 Update 1でのCloud Hybridレプリケーションでサポートされている

Arcserve UDPのバージョンを示しています。

オンプレミスバージョン

Cloud Hybrid
( Arcserve UDP 7.0
Update 1) でサポー

トされているレプリ

ケーション

Cloud
Hybrid

( Arcserve
UDP 7.0

Update 1)
でサポート

されている

レプリケー

ションの要

件

Cloud
Hybrid

( Arcserve
UDP 7.0
Update
1) からオ

ンプレミス

への手動

リバース

レプリケー

ション

Arcserve UDP 7.0 Update 2 ○ - ○
Arcserve UDP 7.0 Update 1 ○ - ○

Arcserve UDP 7.0 ○ - ○
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後方互換性サポート ポリシー

Arcserve UDP 6.5 Update 4 ○
パッチ

P00001738
の適用

○

Arcserve UDP 6.5 Update 3 ○ 6.5 Update
4に更新

してから

パッチ

P00001738
を適用

x

Arcserve UDP 6.5 Update 2 ○ x

Arcserve UDP 6.5 Update 1 ○ x

Arcserve UDP 6.5 ○ x

Arcserve UDP 6.0 ( すべてのUpdate) x - x

重要：Arcserve UDPコンソールのバージョンが Cloud Hybridのバージョン以上であ

るかどうかを確認します。たとえば、Cloud Hybridのバージョンが 7.0 Update 1で

も、コンソールのバージョンが 6.5である場合、プランの作成や既存のプランの変更

を行って、オンプレミスでリモートで管理された RPS へのレプリケート タスクを追加ま

たは変更すると、エラーメッセージが表示されます。次のメッセージが表示されま

す：コンソールのバージョンが古くなっています。コンソールをアップグレードしてやり

直してください。

プランを保存するには、v6.5 Update 4のオンプレミスコンソールにパッチ P00001738
を適用します。

以下の表は、7.0 Update 2でのCloud Hybridレプリケーションでサポートされている

Arcserve UDPのバージョンを示しています。

オンプレミスバージョン

Cloud Hybrid
( Arcserve UDP 7.0
Update 2) でサポー

トされているレプリ

ケーション

Cloud
Hybrid

( Arcserve
UDP 7.0

Update 2)
でサポート

されている

レプリケー

ションの要

件

Cloud
Hybrid

( Arcserve
UDP 7.0
Update
2) からオ

ンプレミス

への手動

リバース

レプリケー

ション

Arcserve UDP 7.0 Update 2 ○ - ○
Arcserve UDP 7.0 Update 1 ○ - ○

Arcserve UDP 7.0 ○ - ○

Arcserve UDP 6.5 Update 4 ○
パッチ

P00001738
の適用

○

Arcserve UDP 6.5 Update 3 ○
6.5 Update
4に更新

x
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後方互換性サポート ポリシー

してから

パッチ

P00001738
を適用

Arcserve UDP 6.5 Update 2 ○ x
Arcserve UDP 6.5 Update 1 ○ x

Arcserve UDP 6.5 ○ x
Arcserve UDP 6.0 ( すべてのUpdate) x - x

重要：Arcserve UDPコンソールのバージョンが Cloud Hybridのバージョン以上であ

るかどうかを確認します。たとえば、Cloud Hybridのバージョンが 7.0 Update 2で

も、コンソールのバージョンが 6.5である場合、プランの作成や既存のプランの変更

を行って、オンプレミスでリモートで管理された RPS へのレプリケート タスクを追加ま

たは変更すると、エラーメッセージが表示されます。次のメッセージが表示されま

す：コンソールのバージョンが古くなっています。コンソールをアップグレードしてやり

直してください。

プランを保存するには、v6.5 Update 4のオンプレミスコンソールにパッチ P00001738
を適用します。
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第2章 : バックアップサービスとしての Cloud Hybrid の

使用

Arcserve UDP Cloud Hybrid ( BaaS) では、以下の機能を実行できます。

オンプレミスRPS ( Recovery Point Server、復旧ポイント サーバ) から Cloud
Hybridの対応する RPSにバックアップイメージをレプリケートします。

Cloud Hybrid RPSからオンプレミスRPSにファイル/フォルダをリストアおよびダウ

ンロードします。

Cloud HybridにMicrosoft Office 365 Exchange Online、SharePoint Online、
またはOneDrive データを保護するプランを作成します。

Cloud HybridからOffice 365サーバにOffice 365 Exchange Online、
SharePoint Online データをリストアします。

Arcserve UDP Cloud HybridからローカルディスクにMicrosoft Office 365
OneDrive ドライブをエクスポートします。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Cloud Hybrid復旧ポイントサーバへのデータのレプリケート 22

Cloud Hybridからのファイルおよびフォルダのダウンロード /復旧 25

Microsoft Office 365データを Cloud Hybridに保護するプランの作成 29

インスタント仮想ディスクを使用してアシュアード リカバリを実行する方法 30

Arcserve UDP Cloud Hybridからの保護されているMicrosoft Office 365データの復
旧 32
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Cloud Hybrid復旧ポイントサーバへのデータのレプリケート

Cloud Hybrid 復旧ポイントサーバへのデータのレプリ

ケート

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

共有プランを使用して保護されたWindows ノード データをレプリケートする

方法

共有プランを使用して保護された Linux ノード データをレプリケートする方

法
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Cloud Hybrid復旧ポイントサーバへのデータのレプリケート

共有プランを使用して保護されたWindows ノード

データをレプリケートする方法

異なる Arcserve UDPコンソールから管理されている Cloud Hybridにある別の復旧

ポイント サーバにバックアップデータをレプリケートできます。

新しいプランを作成し、後でレプリケートされた Cloud Hybridプランにノードを移動

します。

以下の手順に従います。

1. 電子メールで受信した認証情報を使用して、Cloud Hybridで利用可能な

Arcserve UDPコンソールにログインします。

2. エージェントまたはエージェントレスバックアップタスクを追加した後、ローカル

Arcserve UDPアプライアンスで Arcserve UDPプランを作成または変更し、［リモート

管理のRPS へのレプリケート］タスクを追加します。

3. ［リモート管理のRPS へのレプリケート］タスクの［デスティネーション］タブで、受信し

た電子メールの情報を使用して、リモート コンソール、ユーザ名、およびパスワード

を追加します。

ポート：8015

プロトコル：HTTPS

注：Cloud Hybridにあるリモート コンソールでは、これらの認証情報が検証されま

す。

4. ネットワークでインターネット プロキシが使用されている場合は、［プロキシの有効

化］を選択し、ネットワーク仕様に合わせて設定します。

注：この情報は変わる可能性があり、ローカルネットワークからインターネットにア

クセスするようにブラウザを設定することと同様です。

5. ［接続］をクリックして、Cloud HybridのRPSサーバへの接続を検証します。

6. ［プラン］ドロップダウンリストから、Cloud Hybrid RPSサーバからのレプリケーションプ

ランを選択します。

注：選択されたプランは、企業のCloud Hybrid RPSサーバからの共有プランです。

7. ［保存］をクリックすると、次のバックアップ後にデータがレプリケートされます。

デフォルトでは、バックアップの完了後にノード レプリケーションが開始され、ノード

からの復旧ポイントが Cloud Hybrid RPSサーバにレプリケートされます。スケジュー

ルを変更するため、レプリケーションスケジュールを追加できます。
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Cloud Hybrid復旧ポイントサーバへのデータのレプリケート

共有プランを使用して保護された Linux ノード データ

をレプリケートする方法

Arcserve UDPでは、プランを作成し、Linux バックアップセッションを復旧ポイント

サーバに保存することができます。また、Arcserve UDPでは、Cloud Hybridにある

別のRPSへのLinux 復旧ポイントのレプリケーションが可能です。

以下の手順に従います。

1. 受信した電子メールに記載されている認証情報を使用して、Cloud Hybridで利

用可能な Arcserve UDPコンソールにログインします。

2. エージェントまたはエージェントレスバックアップタスクを追加した後、ローカル

Arcserve UDPアプライアンスで Arcserve UDPプランを作成または変更し、［リモート

管理のRPS へのレプリケート］タスクを追加します。

3. ［リモート管理のRPSへのレプリケート］タスクの［デスティネーション］タブで、受信し

た電子メールの情報を使用して、リモート コンソール、ユーザ名、およびパスワード

を追加します。

ポート：8015

プロトコル：HTTPS

注：これらの認証情報は、Cloud Hybridにあるリモート コンソールで検証されま

す。

4. ネットワークでインターネット プロキシが使用されている場合は、［プロキシの有効

化］を選択し、ネットワーク仕様に合わせて設定します。

注：この情報は変わる可能性があり、ローカルネットワークからインターネットにア

クセスするようにブラウザを設定することと同様です。

5. ［接続］をクリックして、Cloud HybridのRPSサーバへの接続を検証します。

6. ［プラン］ドロップダウンリストから、Cloud Hybrid RPSサーバからのレプリケーションプ

ランを選択します。

注：選択されたプランは、企業のCloud Hybrid RPSサーバからの共有プランです。

7. ［保存］をクリックすると、次のバックアップ後にデータがレプリケートされます。

デフォルトでは、バックアップの完了後にノード レプリケーションが開始され、ノード

からの復旧ポイントが Cloud Hybrid RPSサーバにレプリケートされます。スケジュー

ルを変更するため、レプリケーションスケジュールを追加できます。
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Cloud Hybridからのファイルおよびフォルダのダウンロード/復旧

Cloud Hybrid からのファイルおよびフォルダのダウンロー

ド/復旧

Arcserve UDP Windows/Linux エージェント ブラウザで、Cloud Hybridからデータをダ

ウンロードできます。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Microsoft Windowsファイルシステムを使用して Cloud Hybridからファイルと

フォルダをダウンロードする方法

Cloud Hybridからファイルとフォルダを復旧する方法
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Cloud Hybridからのファイルおよびフォルダのダウンロード/復旧

Windows ファイルシステムを使用して Cloud Hybrid か

らファイルとフォルダをダウンロードする方法

Cloud Hybridでは、以下の方法を使用して、Windowsファイルシステムからファイ

ルおよびフォルダをダウンロードできます。

以下の手順に従います。

1. Windowsファイルシステムのブラウザから Cloud Hybridを開きます。

2. 左側のペインの［デスティネーション］メニューを展開して、［復旧ポイント

サーバ］オプションを選択します。

3. ファイル/フォルダのダウンロード元の復旧ポイント サーバを選択します。

4. 目的の復旧ポイント サーバをダブルクリックします。

データストアリストが表示されます。

5. 特定のデータストアを右クリックして、［復旧ポイントの参照］をクリックしま

す。

データストアの［サマリ］ページが表示され、特定のノードに割り当てられたプ

ランに基づいて保護されたノードが表示されます。

6. 目的のプランをダブルクリックし、目的のノードを選択します。

7. 特定のプランを右クリックし、［リストア］をクリックします。

選択したノードの［リストア］ウィザードが表示されます。

8. ［復旧ポイントの参照］オプションをクリックします。

［復旧ポイントの参照］ダイアログボックスが表示されます。

9. ファイル/フォルダをダウンロードする必要があるバックアップイメージの復旧ポ

イント ( 日付および時間 ) を選択します。

10. ボリュームを展開してファイル/フォルダを参照します。

注：プロンプトで要求された場合、セッションパスワードを入力する必要が

あります。

11. ダウンロード アイコンをクリックします。

注：ファイルは元のファイルとしてダウンロードされ、フォルダは zipファイルとし

てダウンロードされます。

Windowsファイルシステムの選択したファイル/フォルダが正常にダウンロードされま

す。
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Cloud Hybridからのファイルおよびフォルダのダウンロード/復旧

Cloud Hybrid からファイルとフォルダを復旧する方法

Arcserve は、Cloud Hybridから、SFTPクライアントを使用してローカルArcserve
UDPコンソールで作成されたマウント済み復旧ポイントにデータをリストアする機能

を提供しています。

以下の手順に従います。

1. FileZilla などのArcserve UDPコンソールサーバ SFTPクライアントに接続し、

以下の手順を実行します。

a. 新しいサイトを作成し、FileZilla などのArcserve UDPコンソールサーバ

SFTPクライアントに接続します。

b. ウェルカム電子メールに記載されている Arcserve UDPコンソールサー

バ名、ユーザ名、およびパスワードを指定します。

注：デフォルト ポート番号 - 37037を指定します。

c. ［接続］をクリックします。

2. 復旧ポイントをマウントするには、以下の手順を実行します。

a. SFTPクライアントを最小化します。

b. 名前 Cloud Hybrid.

c. 左側のペインの［デスティネーション］メニューから、［復旧ポイント サー

バ］オプションを選択します。

d. 目的の復旧ポイント サーバを選択して、データを復旧します。

e. 目的の復旧ポイント サーバをダブルクリックします。

データストアリストが表示されます。

f. 特定のデータストアを右クリックして、［復旧ポイントの参照］をクリック

します。

データストアの［サマリ］ページが表示され、特定のノードに割り当てら

れたプランに基づいて保護されたノードが表示されます。

g. 目的のプランをダブルクリックし、目的のノードを選択します。

h. 選択したノードを右クリックし、［リストア］をクリックします。

選択したノードの［リストア］ウィザードが表示されます。

i. ［リストア］ダイアログボックスを閉じ、［タスク］ペインから［復旧ポイント

のマウント］を選択します。

データストアおよびノードの情報が表示されます。

j. カレンダで、マウントするバックアップイメージの日付を選択します。
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Cloud Hybridからのファイルおよびフォルダのダウンロード/復旧

k. マウントする復旧ポイントを選択します。

l. マウントするボリュームまたはドライブを見つけて、［マウント］をクリックし

ます。

注：ボリューム Zにドライブをマウントできます。

m. 暗号化パスワードを指定し、［OK］をクリックします。

選択されたボリュームがマウントされ、［復旧ポイントのマウント］ダイア

ログボックスの［マウントされたボリューム］のリストに表示されます。

3. 以下の手順を実行し、ボリューム Zにマウントされた復旧ポイントを使用し

て、Cloud Hybridからファイルおよびフォルダを復旧します。

a. SFTPクライアントを開き、作成されたサイトを選択して、マウントされた

復旧ポイントに接続します。

b. マウントされた復旧ポイントにドラッグすることで、Cloud Hybridからファ

イルまたはフォルダを選択します。

Cloud Hybridからファイルおよびフォルダが復旧されます。
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Microsoft Office 365データをCloud Hybridに保護するプランの作成

Microsoft Office 365データを Cloud Hybrid に保護す

るプランの作成

Microsoft Office 365 Exchange 保護は、Microsoft Exchange Online メールフォルダ

およびアイテムをバックアップおよびリストアするのに使用されます。Exchange オンラ

インコンテンツを保護するには、プランの作成が必要です。

詳細については、「Exchange Online プランを作成する方法」を参照してください。

Microsoft Office 365 SharePoint保護を使用して、Microsoft SharePoint Online サ

イトとリスト アイテムをバックアップおよびリストアします。SharePoint Online は、

Microsoft Office 365の主要製品の1つです。SharePointコンテンツを保護するに

は、プランの作成が必要です。

詳細については、「SharePoint Online バックアッププランを作成する方法」を参照

してください。

Microsoft Office 365 OneDrive 保護は、Microsoft OneDrive ファイルおよびフォルダ

アイテムをバックアップおよびリストアするのに使用されます。OneDrive は、Microsoft
Office 365の主要製品の1つです。OneDrive コンテンツを保護するには、プランの

作成が必要です。

詳細については、「Microsoft Office 365 OneDrive ノード バックアッププランを作成

する方法」を参照してください。
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インスタント仮想ディスクを使用してアシュアード リカバリを実行する方法

インスタント仮想ディスクを使用してアシュアード リカバ

リを実行する方法

以下の手順に従います。

1. Cloud Hybridで利用可能な Arcserve UDPコンソールにログインし、アシュ

アード リカバリタスクを作成します。

2. ［リソース］タブ - ［ノード/すべてのノード］に移動し、アシュアード リカバリタス

クのノードを選択して、バックアップパスワードを設定します。

注：レプリケートされた復旧ポイントが確実に変換されるように、仮想スタン

バイおよびリストアタスクのバックアップパスワードを設定する必要がありま

す。指定されたバックアップパスワードは、オンプレミスソースノードをバック

アップするのに使用されるプランで定義されているセッションパスワードと同じ

です。

3. ノードを右クリックし、表示されたオプションから［バックアップパスワードの設

定］を選択します。

［ノード XXX のバックアップパスワードの設定］ダイアログボックスが表示され

ます。

4. バックアップパスワードを追加し、［保存］をクリックします。

5. ［リソース］タブで、［プラン/すべてのプラン］を選択します。

6. レプリケーションプランを編集し、アシュアード リカバリタスクとしてタスク 2を

追加します。

注：複数のバックアップパスワードを追加できます。

7. ソースを指定し、アシュアード リカバリテストに必要な復旧ポイントの種類を

選択します。
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インスタント仮想ディスクを使用してアシュアード リカバリを実行する方法

注：最新の復旧ポイントのバックアップタイプを選択できます。

8. ［テスト設定］タブに移動します。

9. ［テストの種類］の［タスク設定］を［インスタント仮想ディスク］と指定し、以

下の詳細を指定します。

Windowsプロキシサーバ：Cloud HybridのFQDNを入力します。

仮想ハード ディスクファイルフォルダの参照：F:\VMStorage

注：上記のパスが利用できない場合、F: ドライブに VMStorage フォル

ダを手動で作成します。

10. 必要な［スケジュール］設定を指定します。
注：プロキシサーバにアクセスできないため、詳細設定のカスタムコマンドは

サポートされません。

11. ［保存］をクリックします。

変更が正常に保存され、アシュアード リカバリタスクが自動的に展開されます。

レプリケーションジョブの後、アシュアード リカバリジョブが自動的に実行され、スケ

ジュール設定を使用して制御されます。

詳細情報：

ノードに対するアシュアード リカバリテストの手動実行

プランに対するアシュアード リカバリテストの手動実行
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Arcserve UDP Cloud Hybridからの保護されているMicrosoft Office 365データの復旧

Arcserve UDP Cloud Hybrid からの保護されている

Microsoft Office 365データの復旧

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Microsoft SharePoint Online サイト コレクションデータをリストアする方法

Microsoft Office 365 Exchange メールボックスデータをリストアする方法

Microsoft OneDrive データのリストア方法

32 Arcserve UDP Cloud Hybridユーザガイド



Arcserve UDP Cloud Hybridからの保護されているMicrosoft Office 365データの復旧

Microsoft SharePoint Online サイト コレクションデータ

をリストアする方法

SharePoint Online リスト/ライブラリまたはサイトのリスト アイテムをリストアできます。

サイト コレクションとサイトは、Arcserve UDP v6.5ではまだサポートされていません。

新しい名前で元のサイトにデータをリストアすること、元の場所にデータをリストアす

ること、および復旧ポイントからディスクにデータをエクスポートすることができます。

詳細については、「SharePoint Online サイト コレクションデータをリストアする方法」

を参照してください。
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Arcserve UDP Cloud Hybridからの保護されているMicrosoft Office 365データの復旧

Microsoft Office 365 Exchange メールボックスデータを

リストアする方法

Microsoftクラウドから電子メール、予定表、連絡先、メモ、タスクなどのExchange
Online メールボックスデータをリストアできます。元の場所や別の場所にデータをリ

ストアしたり、復旧ポイントからディスクにエクスポートしたりすることができます。

詳細については、「Exchange Online メールボックスデータをリストアする方法」を参

照してください。
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Arcserve UDP Cloud Hybridからの保護されているMicrosoft Office 365データの復旧

Microsoft OneDrive データのリストア方法

Microsoft OneDrive ファイルおよびフォルダをローカルディスクにエクスポートできま

す。リストアオプションを使用してリストアすることができます。詳細については、

「Microsoft OneDrive データをリストアする方法」を参照してください。

また、エージェント ユーザインターフェースから［ボリュームのマウント］オプションを使

用してリストアすることもできます。詳細については、「Cloud Hybridからファイルと

フォルダを復旧する方法」を参照してください。
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第3章 : 惨事復旧サービスとしての Cloud Hybrid の使

用

重要：Cloud Hybrid Compute Service を使用するには、すでに Cloud Hybrid RPS
で利用可能なバックアップが用意されている必要があります。詳細については、

「Cloud Hybrid復旧ポイントサーバにデータをレプリケートする方法」を参照してくだ

さい。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Linux ファイルシステムを使用して Cloud Hybridからファイルとフォルダをダウンロード
する方法 38

仮想スタンバイを使用した Cloud Hybridでの惨事復旧システムの実行 39

インスタント VM を使用した Cloud Hybridでの惨事復旧テストの実行 48

アシュアード リカバリを使用した Cloud Hybridでの惨事復旧のテストの自動化 68

Cloud Hybridの惨事復旧システムへの接続 76
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Linux ファイルシステムを使用してCloud Hybridからファイルとフォルダをダウンロードする方法

Linux ファイルシステムを使用して Cloud Hybrid から

ファイルとフォルダをダウンロードする方法

Cloud Hybridでは、Linux ファイルシステムからファイルとフォルダをダウンロードできま

す。

注：Cloud Hybrid BaaSでは、手動リバースレプリケーションによる Cloud Hybridか

らのLinux ファイルリストアが可能です。

以下の手順に従います。

1. Linux ファイルシステムのブラウザで Arcserve UDP Agent for Linux Webイン

ターフェースを開きます。

2. ［ウィザード］メニューの［リストア］をクリックし、［復旧ポイントのマウント］を選

択します。

［リストアウィザード - 復旧ポイントのマウント］が開きます。

3. ドロップダウンリストから、データストアおよびノードを選択します。

4. ［OK］をクリックします。

5. バックアップイメージの復旧ポイント ( 日付と時刻 ) を選択します。

6. ［復旧ポイントの共有方法］ドロップダウンリストから［WebDAV］オプション選

択します。

7. ユーザ名 /パスワードを設定し、マウント ジョブをサブミットします。

8. URL を開き、ファイルをダウンロードします。

ダウンロード URL は https://<your-cloudhybrid-
FQDN>:8018/share/<username for mount>/です。

Linux ファイルシステムの選択したファイル/フォルダが正常にダウンロードされます。
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仮想スタンバイを使用したCloud Hybridでの惨事復旧システムの実行

仮想スタンバイを使用した Cloud Hybrid での惨事復

旧システムの実行

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

惨事復旧システムで Hyper-Vサーバを使用する方法

仮想スタンバイを使用して Cloud Hybridのデータを復旧する方法
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仮想スタンバイを使用したCloud Hybridでの惨事復旧システムの実行

惨事復旧システムで Hyper-Vサーバを使用する方法

Hyper-Vサーバおよび Arcserve UDPサーバに対して同じサーバ設定が利用可能

であるため、以下の考慮実行によって、Arcserve UDPサーバに影響を与えること

なく Hyper-Vサーバの仮想マシンを作成できます。

他のドライブはオペレーティングシステムおよび Cloud Hybrid用に予約されて

いるため、F:\VMStorage フォルダを使用して仮想マシンを格納します。デフォ

ルトの仮想マシンパスは、F:\VMStorage に設定されています。

仮想マシンが DHCPから IPアドレスを取得するのに役立つArcserve_
Private_Cloudネットワークを使用します。

仮想マシンの実行のためにシステムメモリが消費されるため、Arcserve UDP
データストアの使用のためにメモリを予約する必要があります。システムメモ

リの使用状況を監視するには、［データストア］ページに移動します。
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仮想スタンバイを使用したCloud Hybridでの惨事復旧システムの実行

仮想スタンバイを使用して Cloud Hybrid のデータを復

旧する方法

Arcserve では、仮想スタンバイタスクを使用して、Cloud Hybridで実行されている

スタンバイ仮想マシンの電源をオンにする機能が提供されます。

注：ハイパーバイザの詳細については、Arcserve サポートにお問い合わせくださ

い。

以下の手順に従います。

1. Cloud Hybridで利用可能な Arcserve UDPコンソールにログインし、仮想スタンバ

イタスクをセットアップします。

注：Cloud Hybridのログインに関する詳細については、ウェルカム電子メールを参

照してください。

2. ［リソース］タブ - ［ノード/すべてのノード］に移動し、仮想スタンバイタスクのノード

を選択して、バックアップパスワードを設定します。

注：レプリケートされた復旧ポイントが確実に変換されるように、仮想スタンバイお

よびリストアタスクのバックアップパスワードを設定する必要があります。指定され

たバックアップパスワードは、オンプレミスソースノードをバックアップするのに使用さ

れるプランで定義されているセッションパスワードと同じです。

3. ノードを右クリックし、［バックアップパスワードの設定］を選択します。

［ノード XXX のバックアップパスワードの設定］ダイアログボックスが表示されます。

4. 1つ以上のバックアップパスワードを追加し、［保存］をクリックします。

5. ［リソース］タブで、［プラン/すべてのプラン］を選択します。

6. レプリケーションプランを編集し、仮想スタンバイとしてタスク 2を追加します。

7. ［仮想化サーバ］タブで、以下の詳細を入力します。
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仮想スタンバイを使用したCloud Hybridでの惨事復旧システムの実行

仮想化の種類：Hyper-V

Hyper-V ホスト名：Cloud Hybrid FQDNまたは IPアドレスを入力します。

ユーザ名：Cloud Hybridユーザ名を入力します。

パスワード：Cloud Hybridパスワードを入力します。

プロトコル：HTTPS

ポート：8014

8. ［接続］をクリックします。

9. ［仮想マシン］タブで、以下の情報を入力します。

a. 仮想スタンバイ VM に必要な適切な CPU数とメモリを入力します。

注：購入した Cloud Hybrid Compute サブスクリプションに基づいて、CPU数

とメモリ割り当てを指定します。

b. Hyper-V上の仮想スタンバイ VM について、以下のパスを指定する必要が

あります。

F:\VMStorage

注：上記のパスはすべての仮想ディスクで使用できるわけではないため、

［すべての仮想ディスクが同じパスを共有する］オプションをオフにしないでくだ

さい。

c. ネットワークを指定するには、［アダプタの種類］ドロップダウンリストから［ネッ

トワークアダプタ］を、［接続先］ドロップダウンリストから［Arcserve_Private_
Cloud］選択し、ネットワークに接続します。
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仮想スタンバイを使用したCloud Hybridでの惨事復旧システムの実行

10. レプリケーションプランを右クリックし、表示されたオプションから［Pause and resume
( 一時停止と再開 ) ］を選択し、復旧ノードのハイパーバイザにアタッチされたすべ

てのノードの復旧ポイント変換を開始します。

11. Cloud Hybrid仮想スタンバイ( タスク 2) で復旧ポイントの仮想マシンへの変換が

完了した後、Arcserve UDPコンソールの左側のペインにある［仮想スタンバイ］メ

ニューから、Cloud Hybrid仮想スタンバイ VM を開始または停止し、Cloud Hybrid
で利用可能な仮想スタンバイユーザインターフェースで仮想マシンネットワークを

設定します。
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仮想スタンバイを使用したCloud Hybridでの惨事復旧システムの実行

12. ［VM の電源をオンにする］をクリックします。

仮想スタンバイ VM が稼働し、実行中になりました。
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仮想スタンバイを使用したCloud Hybridでの惨事復旧システムの実行

詳細情報：

Cloud Hybridで実行中の本番仮想スタンバイ VM の保護

Cloud Hybridで実行中の本番仮想スタンバイ VM をローカルサーバに復旧する
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仮想スタンバイを使用したCloud Hybridでの惨事復旧システムの実行

Cloud Hybrid で実行中の本番仮想スタンバイ VM の

保護

Cloud Hybridでは、Cloud Hybridで実行中の本番仮想スタンバイマシンを保護で

きます。

以下の手順に従います。

1. Cloud Hybridで利用可能な Arcserve UDPコンソールにログインします。

2. ウェルカム電子メールに記載されている、ハイパーバイザの IPアドレスを指定し、

仮想スタンバイ VM またはノードを追加または検出します。

3. ［タスク 1］を使用し、エージェントレスバックアップを使用して新しいプラン( たとえ

ば、クラウド バックアッププラン) を作成します。

注：不注意による復旧ポイントを回避するには、ローカルジョブから本番ノードを

削除することを検討します。

4. ハイパーバイザからノードを追加します。

5. デスティネーションとして Cloud HybridのRPSデータストアを使用します。

6. バックアップジョブの［スケジュール］タブとその他の設定を確認します。

7. ［保存］をクリックします。

本番仮想スタンバイマシンが正常に保護されました。
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仮想スタンバイを使用したCloud Hybridでの惨事復旧システムの実行

Cloud Hybrid で実行中の本番仮想スタンバイ VM を

ローカルサーバに復旧する

Cloud Hybridで実行中の仮想スタンバイマシンをローカル環境に再構築またはリ

ストアできます。オンサイトのオンプレミスRPSに仮想スタンバイマシンをレプリケート

し、すべての変更と共に、最新の/最も近い状態からリストアします。

以下の手順に従います。

1. 仮想スタンバイ VM のバックアップを実行して、データの整合性を確保します。

注：ローカルノードが復旧するまで、仮想スタンバイ VM をシャットダウンすることを

お勧めします。

2. ［リモート管理のRPS へのレプリケート］タスクを追加して、オンプレミスRPSにバック

アップデータをレプリケートします。

3. BMR ( Bare Metal Recovery、ベアメタル復旧 ) を実行して、VM を復旧します。

4. ローカルサーバを本番バックアップジョブに再度追加します。

仮想スタンバイ VM がローカルサーバに復旧されました。
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インスタント VM を使用したCloud Hybridでの惨事復旧テストの実行

インスタント VM を使用した Cloud Hybrid での惨事復

旧テストの実行

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

Cloud Hybridで Linux バックアップサーバを追加する方法

Cloud Hybridインスタント仮想マシンを作成する方法
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インスタント VM を使用したCloud Hybridでの惨事復旧テストの実行

Cloud Hybrid で Linux バックアップサーバを追加する

方法

以下の手順に従います。

1. Cloud Hybridで利用可能な Arcserve UDPコンソールにログインします。

2. 左ペインから、［すべてのノード］を選択します。

ノードのリストが中央のペインに表示されます。

3. ［ノードの追加］をクリックします。

［Arcserve UDP コンソールへのノード追加］ダイアログボックスが表示されま

す。

4. ［ノードの追加］ドロップダウンリストから、［Linuxバックアップサーバノードの

追加］を選択します。
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インスタント VM を使用したCloud Hybridでの惨事復旧テストの実行

5. 以下のLinux バックアップサーバノードの詳細を入力します。

ノード名/IP アドレス：Cloud Hybridのパブリック IP

ポート：8018

プロトコル：https

6. ［リストに追加］をクリックします。

ノードが右ペインに追加されます。

7. ( オプション) 追加されたノードを削除するには、右側のペインでノードを選

択し、［削除］をクリックします。

8. 追加するノードを選択して［保存］をクリックします。

9. ［ノード］に移動し、［すべてのノード］を選択して、追加されたノードを表示

します。

ノードが正常に追加されました。
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インスタント VM を使用したCloud Hybridでの惨事復旧テストの実行

Cloud Hybrid インスタント仮想マシンを作成する方法

インスタント仮想マシン( インスタント VM) では、ハイパーバイザで仮想マシンを作

成し、事前の変換なしで仮想マシン内のバックアップセッションを実行します。

インスタント仮想マシンのメリット：

Arcserve UDPバックアップセッション内で利用可能なデータおよびアプリケー

ションにすぐにアクセスできます。

従来のリストアまたはバックアップセッションを物理マシンまたは仮想マシンに

変換することに関連して発生するダウンタイムが排除されます。

Cloud HybridのRPSサーバで以下のバックアップセッションからインスタント VM を作

成できます。

エージェント ベースのWindowsバックアップ

エージェント ベースのLinux バックアップ

ホスト ベースのエージェントレスバックアップ

インスタント VM を作成する方法：

1. Cloud Hybridでインスタント VM ウィザードを開く

2. Windowsシステムでのインスタント VM ウィザードを使用したインスタント VM の設

定

3. Linux システムでのインスタント VM ウィザードを使用したインスタント VM の設定

4. インスタント VM の作成
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インスタント VM を使用したCloud Hybridでの惨事復旧テストの実行

Cloud Hybrid でインスタント VM ウィザードを開く

Cloud Hybridでインスタント VM ウィザードを使用して、インスタント VM を設定、

作成することができます。2つのオプションのいずれかを使用して、インスタント VM
ウィザードを開きます。

ノード管理を使用してインスタント VM ウィザードを開く方法

デスティネーション管理を使用してインスタント VM ウィザードを開く方法
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インスタント VM を使用したCloud Hybridでの惨事復旧テストの実行

ノード管理を使用してインスタント VM ウィザードを開く

方法

Cloud Hybridで利用可能なノードを使用すると、インスタント VM ウィザードを開く

ことができます。

以下の手順に従います。

1. Cloud HybridのRPSコンソールノード管理ビューからウィザードを開きます。

2. ［リソース］タブをクリックします。

3. 左ペインから、適切なサイトを選択し、［ノード］に移動して、［すべてのノード］をク

リックします。

すべてのノードが中央のペインに表示されます。

4. ノードを右クリックし、表示されたオプションから［インスタント VM の作成］を選択し

ます。

注：［インスタント VM の作成］オプションは、ノードが少なくとも 1つのプランに関

連付けられている場合にのみ動作します。

インスタント VM ウィザードを開きます。
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インスタント VM を使用したCloud Hybridでの惨事復旧テストの実行

デスティネーション管理を使用してインスタント VM ウィ

ザードを開く方法

Cloud Hybridで利用可能なデスティネーションを使用すると、インスタント VM ウィ

ザードを開くことができます。

以下の手順に従います。

1. Cloud HybridのRPSコンソールデスティネーション管理ビューからウィザードを開きま

す。

2. ［デスティネーション］-［復旧ポイント サーバ］の順に移動します。

3. ［リソース］タブをクリックします。

4. 左ペインから、目的のサイトを選択し、［デスティネーション］に移動し、［復旧ポイ

ント サーバ］をクリックします。

以前追加したデータストアが中央ペインに表示されます。

5. 目的のデータストアをクリックします。

RPSにデータをすでにバックアップしている場合、すべてのソースノードがペインに表

示されます。

6. ノードを右クリックし、［インスタント VM の作成］を選択します。

インスタント VM ウィザードを開きます。
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インスタント VM を使用したCloud Hybridでの惨事復旧テストの実行

Windows システムでのインスタント VM ウィザードを使

用したインスタント VM の設定

インスタント VM ウィザードを使用して、作成前に詳細を入力することで、インスタ

ント VM を設定できます。インスタント VM を設定するには、以下の手順に従いま

す。

1. 復旧ポイントの選択

コンソールは自動的に復旧ポイントの場所を認識し、ロケーションタイ

プ、Cloud Hybridの復旧ポイント サーバ、データストアが事前に選択さ

れます。

［日付］リストを展開し、必要な復旧ポイントをリストから選択して［次

へ］をクリックします。［VM の場所］ページが表示されます。

2. VM の場所の選択

インスタント VM を作成する仮想マシンの場所を指定します。Cloud
Hybrid内のMicrosoft Hyper-V仮想マシンを指定できます。

以下の手順に従います。

a. ［ハイパーバイザの種類］として［Hyper-V］を選択し、［追加］をク

リックします。

b. ［VM デスティネーションの指定］ダイアログボックスで、ウェルカム電

子メールに記載されている Hyper-Vサーバの IPアドレスと認証情

報を入力し、［OK］をクリックします。
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インスタント VM を使用したCloud Hybridでの惨事復旧テストの実行

c. ［次へ］をクリックします。

［復旧サーバ］ページが開きます。

3. 復旧サーバの選択

復旧サーバは、インスタント VM のコアモジュールをホストします。デフォ

ルトの復旧サーバは、Cloud Hybridで提供されている Hyper-Vです。

Linux バックアップセッションの場合、復旧サーバは Arcserve Business
Continuity Cloudで提供されている Linux バックアップサーバです。

［次へ］をクリックすると、［インスタント VM 詳細］ページが表示されま

す。

4. 仮想マシンの詳細の指定

56 Arcserve UDP Cloud Hybridユーザガイド



インスタント VM を使用したCloud Hybridでの惨事復旧テストの実行

以下の手順に従います。

a. インスタント VM の名前と説明を指定します。

b. 復旧サーバ上のインスタント VM のフォルダの場所を指定します。

Hyper-Vディスクの場所について、以下のパスを指定する必要があり

ます。

F:\VMStorage

c. 以下のインスタント VM 設定を指定します。

インスタント VM に必要な CPUの数を示す［CPU数］。

インスタント VM に必要なメモリのサイズを示す［メモリサイズ］。

注：購入した Cloud Hybrid Compute サブスクリプションに基づい

て、CPU数とメモリ割り当てを指定します。

d. ネットワークを指定するには、［仮想ネットワーク］ドロップダウンリストか

ら［Arcserve_Private_Cloud］を、［アダプタの種類］ドロップダウンリスト

から［ネットワークアダプタ］選択し、IVM をネットワークに接続します。
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インスタント VM を使用したCloud Hybridでの惨事復旧テストの実行

e. ［OK］をクリックします。

f. ［VM ファイルフォルダ容量のディスク空き容量のモニタ］チェックボック

スをオンにすることをお勧めします。

g. ( オプション) インスタント仮想マシンホスト名を変更します。

これで、ジョブをサブミットし、インスタント VM を作成する準備ができました。
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インスタント VM を使用したCloud Hybridでの惨事復旧テストの実行

Linux システムでのインスタント VM ウィザードを使用し

たインスタント VM の設定

インスタント VM ウィザードを使用して、作成前に詳細を入力することで、インスタ

ント VM を設定できます。インスタント VM を設定するには、以下の手順に従いま

す。

1. Linuxバックアップサーバの追加

詳細については、「Cloud Hybridで Linux バックアップサーバノードを追

加する方法」を参照してください。

2. 復旧ポイントの選択

コンソールは自動的に復旧ポイントの場所を認識し、ロケーションタイ

プ、Cloud Hybridの復旧ポイント サーバ、データストアが事前に選択さ

れます。
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インスタント VM を使用したCloud Hybridでの惨事復旧テストの実行

［日付］リストを展開し、必要な復旧ポイントをリストから選択して［次

へ］をクリックします。

注：バックアップセッションが暗号化されている場合、パスワード プロンプ

トが表示されます。

［VM の場所］ページが表示されます。

3. VM の場所の選択

インスタント VM を作成する仮想マシンの場所を指定します。Cloud
Hybrid内のMicrosoft Hyper-V仮想マシンを指定できます。

以下の手順に従います。

a. ［ハイパーバイザの種類］として［Hyper-V］を選択し、［追加］ボタ

ンをクリックします。

b. ［VM デスティネーションの指定］ダイアログボックスで、ウェルカム電

子メールに記載されている Hyper-Vサーバの IPアドレスと認証情

報を入力し、［OK］をクリックします。

c. ［次へ］をクリックします。

［復旧サーバ］ページが開きます。
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インスタント VM を使用したCloud Hybridでの惨事復旧テストの実行

4. 復旧サーバの選択

復旧サーバは、インスタント VM のコアモジュールをホストします。デフォ

ルトの復旧サーバは、Cloud Hybridで提供されている Hyper-Vです。

Linux バックアップセッションの場合、復旧サーバは Arcserve Business
Continuity Cloudで提供されている Linux バックアップサーバです。

［次へ］をクリックすると、［インスタント VM 詳細］ページが表示されま

す。

5. 仮想マシンの詳細の指定

以下の手順に従います。

a. インスタント VM の名前と説明を指定します。

b. ［VM ファイルフォルダの指定］が選択されている場合、以下のパスを

指定します。

F:\VMStorage
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インスタント VM を使用したCloud Hybridでの惨事復旧テストの実行

c. 以下のインスタント VM 設定を指定します。

インスタント VM に必要な CPUの数を示す［CPU数］。

インスタント VM に必要なメモリのサイズを示す［メモリサイズ］。

注：購入した Cloud Hybrid Compute サブスクリプションに基づい

て、CPU数とメモリ割り当てを指定します。

d. ネットワークを指定するには、［仮想ネットワーク］ドロップダウンリストか

ら［Arcserve_Private_Cloud］を、［アダプタの種類］ドロップダウンリスト

から［ネットワークアダプタ］選択し、IVM をネットワークに接続します。
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インスタント VM を使用したCloud Hybridでの惨事復旧テストの実行

e. ［OK］をクリックします。

f. ( オプション) インスタント仮想マシンホスト名を変更します。

g. ホスト ベースバックアップでは、［インスタント VM の再起動後に自動

的にデータを復旧する］を選択して、インスタント VM を独立した VM
に変換することをお勧めします。

これで、ジョブをサブミットし、インスタント VM を作成する準備ができました。

注：Linux インスタント VM の［自動復旧の再開］オプションは、ホスト ベースバック

アップにのみ適用可能です。
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インスタント VM を使用したCloud Hybridでの惨事復旧テストの実行

インスタント VM の作成

設定が完了したら、前のステップで作成したジョブをサブミットし、インスタント VM
を作成できます。ジョブが完了したら、インスタント VM が［リソース］-［インフラスト

ラクチャ］-［インスタント仮想マシン］に表示されます。

以下の手順に従います。

1. サブミットするには、［VM の作成］をクリックします。

［VM の作成］ダイアログボックスが表示されます。

2. 以下のオプションから 1つを選択します。

今すぐに起動

インスタント VM を作成するジョブをサブミットします。VM が作成された

ら、VM が自動的に起動されます。

後で起動

インスタント VM を作成します。VM を手動で開始する必要があります。

インスタント VM ジョブが完了した後、VM を起動できます。

キャンセル

VM が作成されることなく［VM の作成］ダイアログボックスが閉じられ、

［VM の作成］ページに自動的にリダイレクトされます。

インスタント VM ジョブが正常に作成されました。
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インスタント VM を使用したCloud Hybridでの惨事復旧テストの実行

Cloud Hybrid インスタント仮想マシンを管理する方法

インスタント VM は、Cloud Hybridから管理できます。インスタント VM の電源オン

またはオフ、および削除ができます。

注：Cloud Hybridには、選択したサイトで管理されている復旧ポイントから作成さ

れたインスタント VM のみが表示されます。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

インスタント仮想マシンの開始と停止

インスタント仮想マシンの削除
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インスタント VM を使用したCloud Hybridでの惨事復旧テストの実行

インスタント仮想マシンの開始と停止

インスタント VM の作成時に、開始または停止できます。VM のステータスに従っ

て、開始ボタンまたは停止ボタンが表示されます。

以下の手順に従います。

1. Cloud Hybridから、［リソース］をクリックします。

2. ［インフラストラクチャ］に移動し、［インスタント仮想マシン］をクリックします。

3. 目的の仮想マシンを中央ペインから選択し、［アクション］をクリックします。

4. 仮想マシンのステータスに従って、［パワーオン］または［パワーオフ］を選択します。

仮想マシンが正常に開始または停止されました。
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インスタント VM を使用したCloud Hybridでの惨事復旧テストの実行

インスタント仮想マシンの削除

インスタント VM を削除できます。

以下の手順に従います。

1. Cloud Hybridから、［リソース］をクリックします。

2. ［インフラストラクチャ］に移動し、［インスタント仮想マシン］をクリックします。

3. 仮想マシンを中央ペインから選択し、［アクション］をクリックします。

4. ［削除］をクリックします。

確認のダイアログボックスが表示されます。

5. ［OK］をクリックします。

仮想マシンが正常に削除されました。
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アシュアード リカバリを使用したCloud Hybridでの惨事復旧のテストの自動化

アシュアード リカバリを使用した Cloud Hybrid での惨

事復旧のテストの自動化

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

バックアップデータのアシュアード リカバリを実行する方法

( オプション) アシュアード リカバリテスト ジョブを手動で実行する方法
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アシュアード リカバリを使用したCloud Hybridでの惨事復旧のテストの自動化

バックアップデータのアシュアード リカバリを実行する方

法

データのアクセシビリティとアシュアード リカバリを確認するには、アシュアード リカバリ

プランを作成します。アシュアード リカバリのプランは、バックアップ/レプリケーション

プランに基づいています。

以下の手順に従います。

1. Cloud Hybridで利用可能な Arcserve UDPコンソールにログインし、アシュ

アード リカバリタスクを作成します。

2. ［リソース］タブ - ［ノード/すべてのノード］に移動し、アシュアード リカバリタス

クのノードを選択して、バックアップパスワードを設定します。

注：レプリケートされた復旧ポイントが確実に変換されるように、仮想スタン

バイおよびリストアタスクのバックアップパスワードを設定する必要がありま

す。指定されたバックアップパスワードは、オンプレミスソースノードをバック

アップするのに使用されるプランで定義されているセッションパスワードと同じ

です。

3. ノードを右クリックし、表示されたオプションから［バックアップパスワードの設

定］を選択します。

［ノード XXX のバックアップパスワードの設定］ダイアログボックスが表示され

ます。

4. バックアップパスワードを追加し、［保存］をクリックします。

5. ［リソース］タブで、［プラン/すべてのプラン］を選択します。

6. レプリケーションプランを編集し、アシュアード リカバリタスクとしてタスク 2を

追加します。

注：複数のバックアップパスワードを追加できます。
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アシュアード リカバリを使用したCloud Hybridでの惨事復旧のテストの自動化

7. ソースを指定し、アシュアード リカバリテストに必要な復旧ポイントの種類を

選択します。

注：最新の復旧ポイントのバックアップタイプを選択できます。

8. ［テスト設定］タブに移動します。

9. Hyper-Vの設定時に、［テストの種類］の［タスク設定］を［インスタント仮想

マシン］と指定し、Arcserve サポートから受信した Hyper-V IPアドレスを指定

します。

注：［ゲートウェイ設定］オプションは Linux ノードにのみ適用可能です。ここ

では、［インスタント VM ゲートウェイで DHCP 設定を使用する］チェックボック

スをオンにする必要があります。
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アシュアード リカバリを使用したCloud Hybridでの惨事復旧のテストの自動化

10. アシュアード リカバリVM 設定、スケジュール、および拡張設定で、以下の

詳細を指定します。

a. アシュアード リカバリVM に必要な適切な CPU数とメモリを入力しま

す。

注：購入した Cloud Hybrid Compute サブスクリプションに基づいて、

CPU数とメモリ割り当てを指定します。
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アシュアード リカバリを使用したCloud Hybridでの惨事復旧のテストの自動化

b. Hyper-Vサーバ上のアシュアード リカバリVM のフォルダの場所を指定

します。Hyper-Vディスクの場所について、以下のパスを指定する必

要があります。

F:\VMStorage

c. ネットワークを指定するには、［アダプタの種類］ドロップダウンリストから

［ネットワークアダプタ］を、ネットワーク接続について［Connect Assured
Recovery VM to ( アシュアード リカバリVM の接続先 ) ］ドロップダウン

リストから［Arcserve_Private_Cloud］選択します。

11. ［保存］をクリックします。

変更が正常に保存され、アシュアード リカバリタスクが自動的に展開されます。

レプリケーションジョブの後、アシュアード リカバリジョブが自動的に実行され、スケ

ジュール設定を使用して制御されます。

詳細情報：

( オプション) アシュアード リカバリテスト ジョブを手動で実行する方法
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アシュアード リカバリを使用したCloud Hybridでの惨事復旧のテストの自動化

アシュアード リカバリテスト ジョブを手動で実行する方

法

Arcserve UDPでは、スケジュールされたテストに加えて、ノードおよびプランのアシュ

アード リカバリテストの手動実行が可能です。

注：

エージェント ベースおよびホスト ベースのLinux マシンでMSPレプリケーション

タスクの後にアシュアード リカバリタスクが設定されると、アドホックアシュアー

ド リカバリジョブがトリガに失敗し、例外が表示されます。ただし、スケ

ジュールされたアシュアード リカバリジョブを手動で実行できます。

MSPレプリケーションタスクの後にアシュアード リカバリタスクが設定された場

合、ホスト ベースのエージェントレス Linux マシンのスケジュールされたアドホッ

クアシュアード リカバリジョブは、セッションパスワードが存在する場合にサ

ポートされません。

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

ノードに対するアシュアード リカバリテストの手動実行

プランに対するアシュアード リカバリテストの手動実行
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アシュアード リカバリを使用したCloud Hybridでの惨事復旧のテストの自動化

ノードに対するアシュアード リカバリテストの手動実行

重要：MSPレプリケーションタスクの後にアシュアード リカバリタスクが設定された

場合、Linux マシンのスケジュールされたアドホックアシュアード リカバリジョブがサ

ポートされません。

ノードに対してアシュアード リカバリテストを手動で実行できます。

以下の手順に従います。

1. Arcserve UDPコンソールから［リソース］タブをクリックします。

2. 左ペインから、［ノード］に移動し、［すべてのノード］をクリックします。

3. 中央のペインから、アシュアード リカバリプランが割り当てられているノードを

選択し、［アクション］をクリックします。

4. 表示されたオプションから、［アシュアード リカバリテストを今すぐ実行］をク

リックします。

［アシュアード リカバリ］ダイアログボックスが開きます。

5. アシュアード リカバリタスクと復旧ポイントを選択し、［OK］をクリックします。

ノードのアシュアード リカバリテストが正常に実行されました。
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アシュアード リカバリを使用したCloud Hybridでの惨事復旧のテストの自動化

プランに対するアシュアード リカバリテストの手動実行

プランに対してアシュアード リカバリテストを手動で実行できます。

以下の手順に従います。

1. Arcserve UDPコンソールから［リソース］タブをクリックします。

2. 左ペインから、［プラン］に移動し、［すべてのプラン］をクリックします。

3. 中央のペインから、アシュアード リカバリプランが割り当てられているノードを

選択し、［アクション］をクリックします。

4. 表示されたオプションから、［アシュアード リカバリテストを今すぐ実行］をク

リックします。

［アシュアード リカバリ］ダイアログボックスが開きます。

5. アシュアード リカバリタスクと復旧ポイントを選択し、［OK］をクリックします。

プランのアシュアード リカバリテストが正常に実行されました。
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Cloud Hybridの惨事復旧システムへの接続

Cloud Hybrid の惨事復旧システムへの接続

このセクションには、以下のトピックが含まれます。

惨事復旧システムでネットワーク設定を使用する方法

惨事復旧システムのHyper-Vサーバに接続する方法

サイト間 VPNを使用して DRaaSインスタンスにアクセスする方法
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Cloud Hybridの惨事復旧システムへの接続

惨事復旧システムでネットワーク設定を使用する方法

実行中の仮想マシンにアクセスして、スケジュールされた惨事復旧の一環として

使用します。または、これらのマシンを本番ネットワークの一部として使用する場

合、実行中の仮想マシンにアクセスします。

注：Cloud Hybridに対してテスト ネットワーク設定オプションを使用するには、

Arcserve サポートにお問い合わせください。

ポイント対サイト VPN設定を使用して、実行中の仮想マシンに接続します。

ポイント対サイト VPN 設定：

ポイント対サイト接続により、単一のクライアント マシンと Cloud Hybridの仮想プラ

イベート データセンターの間で安全な VPN ( virtual private network、仮想プライ

ベート ネットワーク) 接続が有効になります。このような接続を使用すると、喫茶

店にいるエンド ユーザがクラウド内の復旧された環境に対して安全なプライベート

接続を確立できます。注：エンド ユーザがオンプレミス環境で利用可能なシステ

ムに対するアクセスも必要としている場合、個別の接続が必要であることに注意

することが重要です。オンプレミスシステムは、「ポイント対サイト」接続を使用して

クラウド内の復旧されたシステムと通信することはできません。

以下の手順に従います。

1. リンクからOpenVPNクライアントをダウンロードしてインストールします。

2. オンボーディングプロセスの一環として受信した電子メールから、VPN設定

ファイルとパスワードを取得します。

3. 以下のパスに VPN設定ファイルのコンテンツをコピーします。

<c:\program files\openvpn\config>

4. OpenVPNコンソールを開き、トレイアイコンを右クリックして［接続］をクリック

します。

5. ログインパスワードを入力してください。

IPアドレスは、192.168.x.242～ 192.168.x.254の範囲で自動的に割り当て

られます。サブネット マスクは 255.255.255.240です。

注：上記の IPアドレス範囲のx は、クラウド インスタンスのパブリック IPアド

レスの最終オクテットです。パブリック IPアドレスを取得するには、クラウド イ

ンスタンスのFQDN ( Fully Qualified Domain Name、完全修飾ドメイン名 ) に
ping を実行します。
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Cloud Hybridの惨事復旧システムへの接続

惨事復旧システムのHyper-Vサーバに接続する方法

Arcserve UDP Cloud Hybridでは、Arcserve UDPサーバで利用可能な Hyper-V役

割が、レプリケートされたセッションの仮想スタンバイ、インスタント VM、およびア

シュアード リカバリタスクを実行できます。ローカルシステムにHyper-Vマネージャを

インストールし、ポイント対サイト VPN またはサイト対サイト VPNを使用して Cloud
Hybridで利用可能な Hyper-Vサーバに接続し、復旧された仮想マシンを監視お

よび管理できます。

注：Cloud Hybrid Hyper-VサーバにはWindows 2016 OSが搭載されています。そ

のため、Windows 2016またはWindows 10 ( Professional または Enterprise エディ

ション) がインストールされているマシンを使用して、Cloud Hybrid Hyper-Vサーバに

接続します。

以下の手順に従います。

1. 管理者としてメモ帳を開きます。

2. C:\Windows\System32\drivers\etc\hostsを開き、以下の行を追加します。

<internal_server_ip> < ch*****.arcserve1.com >

3. クライアント マシンから、管理者として PowerShell を開きます。

4. インストールされているオペレーティングシステムに基づいて、以下のコマンド

を使用して Hyper-V機能を追加します。

Windows 2016の場合 :

Add-WindowsFeature Hyper-V-Tools, Hyper-V-PowerShell

Windows 10の場合 :

Enable-WindowsOptionalFeature -Online -FeatureName "Microsoft-Hyper-V-
Tools-All"

5. 以下のコマンドを使用して、Windows PowerShell のリモートを有効化しま

す。

enable-psremoting

6. 以下のコマンドを使用して、クライアントまたはサーバマシンで CredSSP
( Credential Security Support Provider) 認証を有効化します。

enable-wsmancredssp -role client -delegatecomputer “ch*****.arcserve1.com

7. 以下のコマンドを使用して、Cloud Hybridユーザを追加します。

cmdkey /add:"< ch*****.arcserve1.com >" /user:clouduser /pass
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Cloud Hybridの惨事復旧システムへの接続

8. プロンプトに従って、ウェルカム電子メールで受信した Cloud Hybridユーザの

パスワードを入力します。

9. 以下のコマンドを使用して、Windows リモート管理を設定します。

winrm set winrm/config/client '@
{TrustedHosts="<hostname.arcserve1.com>"}'

10. 以下のコマンドを使用して、［ローカルグループポリシーエディター］タブを起

動します。

Launch gpedit.msc

11. ［コンピューターの構成］-［管理用テンプレート］-［システム］-［資格情報の

委任］に移動し、［NTLM のみのサーバー認証で新しい資格情報の委任を

許可する］オプションをダブルクリックします。

［NTLM のみのサーバー認証で新しい資格情報の委任を許可する］タブが

表示されます。

12. ［有効］オプションを選択します。

13. ［オプション］タブから［表示］をクリックします。

［表示するコンテンツ］タブが表示されます。

14. ［値］タブに以下のコマンドを入力します。

wsman/< ch*****.arcserve1.com>

15. Hyper-Vマネージャを開きます。

16. ［別のユーザとして接続する］チェックボックスをオンにし、以下の認証情報

を使用して、サーバ( ch*****.arcserve1.com) に接続します。

ユーザ名：< ch*****.arcserve1.com >\clouduser

パスワード：<クラウド ユーザパスワード>

注：VM のデフォルトのLBSおよび VPN設定は変更しないでください。

Cloud Hybridで利用可能な VM が表示されます。

惨事復旧システムのHyper-Vサーバが正常に接続されました。

サイト間 VPN を使用して DRaaSインスタンスにアクセ

スする方法

DRaaSサブスクリプションをお持ちのお客様は、自社のネットワークチームの助けを

借りて、このフォームに記入し、Arcserve サポートに問い合わせてサイト間 VPNプ

ロセスの設定を開始してください。
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Cloud Hybridの惨事復旧システムへの接続

この手順を完了するには、ネットワーク管理者の支援が必要になる場合がありま

す。

80 Arcserve UDP Cloud Hybridユーザガイド



第4章 : 新しいまたは空の復旧ポイント サーバへのリ

バースレプリケーションの手動設定

重要：データを Cloud HybridからオンプレミスRPSサーバにレプリケートする場合、

レプリケーション先としてソースデータストアを選択しないでください。データの破損

を回避するため、新しいまたは空のデータストアを使用することをお勧めします。

以下の表は、Cloud Hybridでの手動リバースレプリケーションシナリオを説明して

います。

シナリオ 説明 手順

シナリオ1
Cloud Hybrid BaaSでオンプレミスサーバ、本番サーバ、

および RPS ( Recovery Point Server、復旧ポイント サー

バ) 上のデータが消えた場合。

リンク

シナリオ2
Cloud Hybrid DRaaSでオンプレミスサーバ、本番サーバ、

および RPS ( Recovery Point Server、復旧ポイント サー

バ) 上のデータが消えた場合。

リンク

シナリオ3
オンプレミスArcserve UDPコンソールまたは RPS データス

トアでエラーまたはデータの破損が発生した場合。ただ

し、オンプレミス本番サーバは適切に動作しています。

リンク

シナリオ4
履歴データを取得するには、ローカルオンプレミスRPSに
設定された保持期間が Cloud Hybrid RPSのものよりも

短い場合。

リンク
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シナリオ1およびシナリオ2 を使用して手動で設定する方法

シナリオ1およびシナリオ2を使用して手動で設定す

る方法

以下の手順に従います。

1. 新しいサーバを設定し、Arcserve UDPコンソールおよび RPSサーバをインス

トールします。

RPSサーバがパブリックネットワーク内でアクセス可能であること、またはNAT
が設定されていることを確認します。

注：

Cloud Hybridおよび RPSへの接続を確立するのに役立つArcserve
UDPコンソールおよびエージェント ポートはオープンであり、インターネッ

トからアクセス可能です。

デフォルト ポート：8014/8015

セキュリティを改善するため、HTTPSプロトコルを使用してインストール

することをお勧めします。

2. デデュプリケーションデータストアを作成し、パフォーマンスを改善するために

デデュプリケーションブロックサイズを 64KB に設定します。

注：データストアには、同じレプリケーションノードを含めないでください。新

しいデータストアの作成をお勧めします。

3. ローカルの管理者以外のユーザと共有レプリケーションプランを作成しま

す。

詳細については、リンクを参照してください。

4. Arcserve から受信した認証情報を使用して、Cloud Hybridで利用可能な

Arcserve UDPコンソールにログインします。

5. リバースレプリケーションの実行、対応するプランの変更、［リモート管理の

RPS へのレプリケート］タスクの追加が必要なノードを選択します。

6. ［デスティネーション］タブで、新しく展開した Arcserve UDPコンソールのアクセ

ス情報を指定します。

7. ［保存］をクリックします。

プランが保存されます。
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シナリオ1およびシナリオ2 を使用して手動で設定する方法

8. Cloud Hybridで手動レプリケーションジョブを実行します。

詳細については、リンクを参照してください。

9. Arcserve UDPコンソールで、必要に応じて BMR、VM 復旧、IVM などのリス

トアジョブを実行します。

他のシナリオについては、このリンクをクリックしてください。
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シナリオ3およびシナリオ4 を使用して手動で設定する方法

シナリオ3およびシナリオ4を使用して手動で設定す

る方法

以下の手順に従います。

1. Arcserve UDPコンソールおよび RPSサーバにログインします。

RPSサーバがパブリックネットワーク内でアクセス可能であること、またはNAT
が設定されていることを確認します。

注：

Cloud Hybridおよび RPSへの接続を確立するのに役立つArcserve
UDPコンソールおよびエージェント ポートはオープンであり、インターネッ

トからアクセス可能です。

デフォルト ポート：8014/8015

セキュリティを改善するため、HTTPSプロトコルを使用してインストール

することをお勧めします。

2. デデュプリケーションデータストアを作成し、パフォーマンスを改善するために

デデュプリケーションブロックサイズを 16KB に設定します。

注：データストアには、同じレプリケーションノードを含めないでください。新

しいデータストアの作成をお勧めします。

3. ローカルの管理者以外のユーザと共有レプリケーションプランを作成しま

す。

詳細については、リンクを参照してください。

4. Arcserve から受信した認証情報を使用して、Cloud Hybridで利用可能な

Arcserve UDPコンソールにログインします。

5. リバースレプリケーションの実行、対応するプランの変更、［リモート管理の

RPS へのレプリケート］タスクの追加が必要なノードを選択します。

6. ［デスティネーション］タブで、新しく展開した Arcserve UDPコンソールのアクセ

ス情報を指定します。

7. ［保存］をクリックします。

プランが保存されます。
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シナリオ3およびシナリオ4 を使用して手動で設定する方法

8. Cloud Hybridで手動レプリケーションジョブを実行します。

詳細については、リンクを参照してください。

9. Arcserve UDPコンソールで、必要に応じて BMR、VM 復旧、IVM などのリス

トアジョブを実行します。

他のシナリオについては、このリンクをクリックしてください。
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